
町税
37億2,421万円

人件費
24億248万円

予算総額　225億 291万円 (前年度比＋4.3％)
一般会計 127 億 6,200 万円 ( 前年度比＋8.6％)         
特別会計及び企業会計 　97億 4,091 万円 ( 前年度比▲0.8％)   
　平成31年度の茨城町の一般会計予算は127億6,200万円で、前年度より10億1,000万円の増となり
ました。充実した予算とするため、限りある財源をより効果のある事業へ重点的に配分しました。 

平成31年度
当初予算が
決まりました。

一般会計

特別会計及び企業会計 社会保障財源化分

歳入
127億
6,200万円

歳出
127億
6,200万円

自主財源：町が自主的に調達するお金です。
　町　税…みなさまに納めていただく税金です。
　繰入金…町の貯金から取り崩すお金です。
　その他…施設使用料や証明書の発行手数料などです。
依存財源：国や県から補助されるお金です。
　地方交付税…他市町村との財源の均衡を保つために
　　　　　　　国から配分されるお金です。
　国県支出金…特定の事業に対して国・県から補助さ
　　　　　　　れるお金です。
　そ　の　他…地方消費税交付金をはじめとした国か
　　　　　　　らの各種交付金などです。

義務的経費：支出することが義務づけられた経費です。
　人件費…議員や各種委員、職員にかかる経費です。
　扶助費…町民のみなさまの社会福祉にかかる経費です。
　公債費…借金の返済にかかる経費です。
裁量的経費：政策的な判断で増減できる経費です。
　物件費…事務費や備品購入、委託等の消費的な経費です。
　補助費等…他団体や町民のみなさまに対する現金的給付
　　　　　　の経費です。
　繰出金…特別会計に対して支出する経費です。
　普通建設事業費…公共施設の建設や改修経費です。
　その他…預金への積立金、維持補修費、災害復旧費など
　　　　　の経費です。

歳入用語 歳出用語

平成31年度の茨城町の特別会計及び企業会計の予算
は97億 4,091 万円となり、前年度より▲7,419万円
の減となりました。

　消費税引き上げ分は社会保障財源分として社会保障
経費に充当します。社会保障財源分は2億4,160万円
と前年度より160万円の増となっています。

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療保険特別会計
介護保険特別会計
農業集落排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計
水道事業会計（３条予算）
水道事業会計（４条予算）
工業用水道事業会計
　　　合　　計

　科　　目
社会福祉
社会保険
保健衛生
　合　　計

予　算　額 　
24億 5,743万円
13億 7,061万円
4億 1,939万円
42億 4,743万円

充　当　額 　
8,760万円

1億 2,350万円
3,050万円

2億 4,160万円

38億 9,477万円
3億 7,864万円
32億 3,125万円
2億 8,464万円
7億 8,353万円
7億 1,172万円
4億 5,051万円

585万円
97億 4,091万円

社会保障関係経費： 42億4,743万円
消費税交付金充当分：2億4,160万円

＜内訳＞

町税
37億2,421万円
町税
37億2,421万円
町税
37億2,421万円

普通建設事業費
16億2,706万円

その他　2億127万円

扶助費
22億5,536万円

人件費
24億248万円
人件費
24億248万円
人件費
24億248万円

公債費
8億7,240万円

繰出金
20億9,390万円

補助費等
17億5,253万円

物件費
15億5,700万円

繰入金
9億2,781万円

その他
6億3,332万円

地方交付税
31億3,925万円

その他
8億5,496万円町債

8億9,640万円

国県支出金
25億8,605万円

自
主
財
源

依
存
財
源

義
務
的
経
費

裁
量
的
経
費

58.5％
41.5％

56.7％ 43.3％

茨城町の
平成31年度当初予算
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町税
37億2,421万円

人件費
24億248万円

平成31年度の主な事業
公共交通対策 に対する予算額 2,112万円

■デマンドタクシーの試行運転開始
　デマンドタクシーとは、日常生活の移動手段に不便をきたしている方のために、電話予約により、同じ
方向に向かう他の利用者と乗り合いで、自宅や指定場所から目的地まで送迎を行うタクシーサービスです。
　平成31年度中に低料金で利用できるデマンドタクシーの試行運転を開始します。

■高齢者福祉タクシーの助成額を拡充
 町内に住所を有する70歳以上の高齢者で、運転免許証をもたない方の外出を助け、引きこもりの防
止や日常生活の利便性をより向上させるため、高齢者福祉タクシーの助成額を拡充します。

子育て支援 に対する予算額 16億9,848万円
■子育て世代包括支援センターの新設
　妊娠期から子育て期にわたり切れ目のない支援体制を構築するため、総合福祉センター内に「子育て
世代包括支援センター」を設置します。
　同センターでは、産前・産後サポートや産婦健診を実施し、妊産婦や保護者の方の心と身体のケアに
努めます。

■医療福祉費（マル福）の拡充
　小児・妊産婦などの医療費負担を軽減し、子育て世帯の経済的支援を行うことにより子育てしやす
い環境づくりを行います。また、医療費負担軽減の対象を高校生まで拡充します。

公共施設等の老朽化対策 に対する予算額 15億2,215万円
■給食共同調理場の建て替え
　町内の子どもたちに、より安全で安心な給食を提供するため、老朽化した給食共同調理場の建て替え
に着手します。

■長岡小学校の大規模改造事業
　老朽化した校舎の改修や空調設備の新設など、子どもたちの学習環境の充実を図るため、昨年度か
ら引き続き長岡小学校の大規模改造事業を実施します。

学校教育の充実 に対する予算額 4億9,644万円
■英語教育の充実
　小学校の英語教育の教科化に向けて、外国人の英語指導助手を増員して、指導体制を強化します。

■ICT教育の充実
　子どもたちの学習意欲を高め、思考力・表現力を育成するため、ICT教育を進めます。
　平成31年度は新たにプログラミング教材を導入し、より主体的で論理的な思考の育成に努めます。

農業や観光産業の振興 に対する予算額 5億8,015万円
■新規就農者研修受入の実施
　町外から新規就農を希望している方を研修生として受け入れ、茨城町の農業を担う人材育成を図ります。

■涸沼自然公園内に木道を新設
　涸沼自然公園を利用される方の利便性や観光公園としての魅力を高めるため、公園内に新たな木道
を設置します。

道路や橋の新設・修繕 に対する予算額 5億2,953万円
■中石崎バイパスなど道路の新設改良を実施
　涸沼自然公園までのアクセス向上など、生活基盤の利便性向上のため、中石崎バイパスなど道路の新
設改良を実施します。

■傷んだ道路や橋の修繕を実施
　みなさまが安心して利用できる生活環境を整備するため、長岡、小幡、駒渡などの傷んだ道路など
の修繕を実施します。

※予算額は分野ごとの主な事業の予算額、■は分野ごとの新規・拡充事業を中心に、一部の事業を紹介しています。

【問合せ先】　財政課　☎０２９－２４０－７１２３（直通）
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